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研究実績 

の概要 

 県立大学メディカルフィットネス講座の令和2年度は，コロナ禍において十分な対策の

もとに13回の対面式講座を開催し，また，総社市内および県内複数地域，また，九州地

区・関東地区でのオンラインでの遠隔指導として実施された．本年度の参加者数は，546

名であった．本事業は，県内の健康支援に貢献するのみならず，大学生・大学院生の教

育資源として複数の学術知見も創出すると同時に，研究基盤として関連大学を含めた外

部資金の獲得に寄与している．地域や住民のニーズに応える健康関連研究事業の拠点と

して，優位性が高く，その継続により更なる教育。研究の充実に貢献する． 

令和2年度の県大メディカルフィットネス講座は，新型コロナウィルス感染症の拡大防

止を第一として様々な制限下で実施した．開催場所は，期間は，６ヶ月間であった．教

室回数は，13回（うち１回はオンライン）であった．参加者数は，毎回の参加者数を全

体の50%に制限した．対面式講座への参加者数は，のべ546名であった．各回におい

て，健康運動指導士資格を有する指導員の対面指導を行った．合わせて，オンラインコ

ミュニケーションシステムを利用した７回の運動指導を併用した．さらに，講座動画を

自宅でも閲覧できるように動画サイトなども活用した． 

 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

 

 マルチチャンネル多周波インピーダンス法による体組成の計測を行なった．令和2年

度の新規参加者については，県大メディカルフィットネス講座の開催期間中に体重の増

加，体脂肪率の増加，除脂肪量の低下する傾向が認められた．令和元年以前からの継続

参加者は，令和2年度の新規参加者に比して，体重と体脂肪率の低下傾向示し，除脂肪

量の変化もわずかであった． 

 令和2年度の県大メディカルフィットネス講座は，コロナ禍での実施であったにも関わ

らず，多数の市民の運動習慣形成支援の機会になった．同講座の継続参加者は，講座期間

中に身体組成の適正化の可能性を認めた．これらの結果は，県大メディカルフィットネス

講座が総社市市民の健康増進に寄与し，特に継続的な参加が肥満症を含む生活習慣病の予

防治療への効果の可能性を示す． 
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